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前
回
の
連
載
第
一
回
目
で
筆
者
が
強
調
し
た
こ
と
の
ひ
と
つ

は
、
沖
縄
と
グ
ア
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
起
こ
る
米
軍
再
編
が
ど
の

よ
う
な
関
係
に
た
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
［
山
口 

二
〇
〇
九
］。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
重
要
な
点
な
の
で
、
も
う
一

度
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

二
〇
〇
六
年
の
「
再
編
の
た
め
の
日
米
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
は
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
具
体
的
進
展
と
、
海
兵
隊
グ
ア
ム
移
転
へ
の

日
本
の
財
政
支
援
を
条
件
と
し
て
グ
ア
ム
移
転
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に

そ
れ
を
条
件
と
し
て
、
普
天
間
基
地
な
ど
六
施
設
が
日
本
に
返
還
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
複
数
の
要
素
が
互
い
に
リ
ン
ク
さ
れ
る

「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て
の
性
格
を
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
持
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
だ
。
し
か
し
、
筆
者
が
前
回
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
の
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
的
性
格
は
あ
ま
り
厳
格
に
解
釈
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
論
は
、「
沖
縄
の
負
担
軽
減
」（
＝

海
兵
隊
グ
ア
ム
移
転
と
普
天
間
基
地
な
ど
の
返
還
）
を
エ
サ
に
し
て

辺
野
古
新
基
地
建
設
と
グ
ア
ム
移
転
へ
の
財
政
支
援
を
日
本
に
迫
る

政
治
的
恫
喝
の
た
め
の
詐
術
に
過
ぎ
な
い
か
ら
だ
。

　
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
論
に
従
う
な
ら
ば
、
グ
ア
ム
の
米
軍
再
編
は
、

つ
ね
に
沖
縄
の
米
軍
再
編
の
従
属
変
数
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
グ
ア
ム
の
再
編
は
、
米
軍
再
編

と
い
う
パ
ズ
ル
全
体
の
中
で
の
独
立
の
要
素
と
し
て
見
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
今
回
は
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
沖
縄
と
グ
ア
ム
の
関
係

に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

前
回
の
連
載
か
ら
今
回
ま
で
の
間
に
日
本
で
起
こ
っ
た
も
っ
と
も

大
き
な
変
化
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
民
主
党
を
中
心
と
し
た
鳩
山

連
立
政
権
の
成
立
で
あ
ろ
う
。
民
主
党
は
、
そ
の
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
お
い
て
、「
米
軍
再
編
や
在
日
米
軍
基
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
見
直
し
の
方
向
で
臨
む
」
と
宣
言
し
、
実
際
、
普
天
間
基
地
の
閉

鎖
と
そ
れ
に
伴
う
代
替
施
設
（
＝
辺
野
古
で
の
新
基
地
）
建
設
の
見

直
し
が
、
こ
の
間
の
重
要
な
政
治
的
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
て
い

る
。
普
天
間
基
地
の
「
移
設
」
先
が
ど
こ
に
な
る
の
か
、
い
っ
た
い

い
つ
頃
ま
で
に
決
断
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
議
論
は
さ
ま

ざ
ま
に
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
自
体
は
本
稿
の
直
接
の
関
心
事
で
は
な

【
短
期
集
中
連
載
】

海
兵
隊
グ
ア
ム
移
転
―
誰
の
た
め
の
負
担
軽
減
な
の
か
（
２
）

山
口
響

い
。
問
題
な
の
は
、
普
天
間
移
設
問
題
で
政
治
的
に
モ
メ
て
い
る
状

況
と
、
グ
ア
ム
の
米
軍
再
編
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い

う
こ
と
だ
。

米
議
会
が
グ
ア
ム
再
編
関
連
予
算
を
大
幅
削
減
へ

　

ま
ず
は
予
算
の
面
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　

前
回
も
掲
載
し
た
が
重
要
な
の
で
再
確
認
し
て
お
く
と
、
日
本
政

府
と
米
国
政
府
は
、
海
兵
隊
移
転
に
関
連
し
て
、
二
〇
一
四
年
ま
で

に
そ
れ
ぞ
れ
六
〇
・
九
億
ド
ル
と
四
一
・
八
億
ド
ル
を
負
担
す
る
約

束
に
な
っ
て
い
る
（
表
１
）。
そ
の
う
ち
、
直
接
財
政
支
出
（
真
水
）

部
分
だ
け
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、
日
本
二
八
億
ド
ル
（
上
限
）、

米
国
四
一
・
八
億
ド
ル
と
な
り
、
そ
の
比
率
は
お
お
よ
そ
四
〇
：

六
〇
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
前
回
確
認
し
た
よ
う
に
、
日
本
政
府
は

二
〇
〇
九
年
度
予
算
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
三
五
四
億
円
を
支
出

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

①
海
軍
フ
ィ
ネ
ガ
ヤ
ン
地
区
基
盤
整
備
事
業
（
第
一
段
階
）
：

一
二
九
億
円

②
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
空
軍
基
地
北
部
地
区
基
盤
整
備
事
業
：
二
八
億
円

③
海
軍
ア
プ
ラ
地
区
基
盤
整
備
事
業
：
一
七
四
億
円

④
各
種
設
計
費
（
フ
ィ
ネ
ガ
ヤ
ン
地
区
の
消
防
署
と
下
士
官
用
隊

舎
、
ア
プ
ラ
地
区
の
港
湾
運
用
部
隊
司
令
部
庁
舎
と
診
療
所
）
：

一
六
億
円

事業内容 財源 金額

日本側負担

司令部庁舎／教場／隊舎／
学校等生活関連施設

財政支出（真水） 28.0 億ドル
（上限）

家族住宅 出資・融資等
（JBIC による）

25.5 億ドル
（「効率化」により
実質 21.3 億ドル）

インフラ（電力、上下水道、
廃棄物処理）

融資等
（JBIC による） 7.4 億ドル

計 60.9 億ドル

米国側負担

ヘリ発着場／通信施設／訓
練支援施設／整備補給施設
／燃料・弾薬保管施設など

財政支出（真水）
31.8 億ドル

高規格道路 融資または財政支出 10.0 億ドル

計 41.8 億ドル

総額 102.7 億ドル

表1　海兵隊移転―日米による経費負担の内訳
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⑤
グ
ア
ム
移
転
事
業
室
経
費
：
七
億
円

　

こ
の
う
ち
、
⑤
の
移
転
事
業
室
経
費
を
除
い
た
三
四
七
億
円
は

―
前
回
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
本
当
に
「
海
兵
隊
移
転
」
関
連

と
み
な
う
し
う
る
か
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
に
せ
よ

―
す
べ
て
米

国
政
府
の
勘
定
に
繰
り
入
れ
ら
れ
て
、
グ
ア
ム
現
地
で
米
軍
再
編
の

た
め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
米
国
の
二
〇
一
〇
年
度
予
算
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
〜

一
〇
年
九
月
）
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
簡
単
に
示

し
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
在
グ
ア
ム
米
軍
全
体
に
か
か

る
予
算
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
海
兵
隊
移
転
関
連
と
み
な
う
し
る
部

分
だ
け
を
抜
き
出
し
た
も
の
だ
。

　

左
側
の
列
は
、
米
政
府
に
よ
る
当
初
予
算
要
求
額
で
あ
る
。
ア

ン
ダ
ー
セ
ン
空
軍
基
地
ノ
ー
ス
ラ
ン
プ
（
北
部
航
空
機
繋
留
）
地

区
駐
機
場
に
約
八
八
七
九
万
ド
ル
、
ア
プ
ラ
湾
埠
頭
改
修
に

一
億
六
七
〇
三
億
ド
ル
な
ど
、
計
三
億
五
三
二
六
万
ド
ル
が
計
上
さ

れ
て
い
る
（
グ
ア
ム
の
主
な
米
軍
施
設
に
つ
い
て
は
図
１
を
参
照
）。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
一
〇
月
二
八
日
に
大
統
領
の
署
名
に
よ
っ
て
成

立
し
た
「
二
〇
一
〇
会
計
年
度
国
防
認
可
法
」［
１
］
で
は
、
ア
プ
ラ

湾
埠
頭
改
修
の
費
用
が
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
削
ら
れ
る
な
ど
し
た
た
め
、

最
終
的
な
計
上
額
は
約
三
億
ド
ル
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
、「
二
〇
一
〇
会
計
年
度
軍
事
建
設
・
退
役
軍
人
関
連
歳

出
法
案
」
で
は
、
さ
ら
に
大
き
な
予
算
削
減
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
一
一
月
一
七
日
に
可
決
さ
れ
た
上
院
案
に
お
い
て
、

米政府要求 2010 年度国防
認可法（成立）

2010 年度軍事建設
等歳出法案（上院）

これに対応するとみ
られる日本の予算
（2009 年度）

アンダーセン空軍基
地ノースランプ地区
駐機場（第一段階）

88,797,000 88,797,000 0
28 億円

（約 3220 万ドル）

アンダーセン空軍基
地ノースランプ地区
基盤整備（第一段階）

21,500,000 21,500,000 0

軍用取付道路改修 48,860,000 48,860,000 48,860,000 （なし）

アプラ湾埠頭改修 167,033,000 127,033,000 83,517,000 174 億円
（約 2.00 億ドル）

アプラ湾への軍用犬
施設移転 27,070,000 14,000,000 10,000,000 （なし）

計 353,260,000 300,190,000 142,377,000 202 億円（約 2 億
3220 万ドル）

［注］単位：ドル。1 ドル＝ 87 円で計算

表２　日米の海兵隊移転関連予算比較（2009/10 年度）

ア
ン
ダ
ー
セ
ン
空
軍
基
地
関
連
の
二
つ
の
項
目
に
つ
い
て
は
予
算
が

す
べ
て
削
減
さ
れ
、
ア
プ
ラ
湾
埠
頭
改
修
に
つ
い
て
も
さ
ら
な
る
削

減
を
受
け
て
八
三
五
一
万
ド
ル
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
海
兵
隊
移

転
関
連
予
算
は
、
一
億
四
二
三
七
万
ド
ル
に
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。 

本
稿
執
筆
時
（
一
二
月
二
日
）
に
お
い
て
、
上

下
院
に
お
い
て
法
案
の
内
容
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
両
院
協
議
会
で

の
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
米
国
を
含
め
た
全

世
界
の
軍
事
建
設
予
算
を
取
り
扱
っ
た
こ
の
法
案
に
お
い
て
、
グ
ア

ム
関
連
予
算
の
削
減
幅
が
、
全
世
界
の
州
・
国
・
地
域
関
連
の
な
か

で
最
大
で
あ
る
こ
と
は
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
こ
で
、
二
〇
一
〇
会
計
年
度
軍
事
建
設
等
歳
出
法
案
が
そ
の
ま

ま
成
案
に
な
っ
た
と
想
定
し
よ
う
。
表
２
に
は
、
米
国
予
算
の
細
目

だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
と
見
ら
れ
る
日
本
の
予
算

額
に
つ
い
て
も
記
載
し
た
。
日
本
予
算
で
は
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
空
軍
基

地
北
部
地
区
基
盤
整
備
事
業
（
②
）
に
あ
た
る
も
の
が
、
米
国
予
算

で
は
バ
ッ
サ
リ
削
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
軍
ア
プ
ラ
地
区
基
盤
整

備
事
業
（
③
）
に
あ
た
る
部
分
も
相
当
減
ら
さ
れ
て
、
日
本
側
だ
け

が
過
剰
に
支
出
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
と
め
て
み
る
と
、
日
本
の
海
兵
隊
移
転
予
算
（
二
〇
〇
九
年

度
）
は
、
右
で
み
た
よ
う
に
三
四
七
億
円
（
＝
三
億
九
八
八
五
万
ド

ル
）。
他
方
で
米
国
案
（
二
〇
一
〇
年
度
）
は
一
億
四
二
三
七
万
ド

ル
で
あ
る
。
比
率
を
取
る
と
、
日
：
米
＝
七
四
：
二
六
と
な
る
。
日

本
と
米
国
の
費
用
負
担
割
合
は
、
や
は
り
右
で
確
認
し
た
よ
う
に
、

各
年
度
ご
と
に
数
値
が
ば
ら
つ
く
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
本
来
、

日
：
米
＝
四
〇
：
六
〇
と
な
る
は
ず
だ
か
ら
、
日
本
は
、
米
国
が
予

算
を
絞
り
込
む
中
で
、
ひ
と
り
気
前
よ
く
費
用
を
捻
出
す
る
形
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

予
算
削
減
は
辺
野
古
の
遅
れ
の
せ
い
？

　

そ
れ
で
は
、
米
議
会
は
な
ぜ
予
算
を
こ
れ
だ
け
抑
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
米
議
会
が
法
案
を
策
定
す
る
場
合
に

付
す
詳
細
な
報
告
書
に
よ
り
な
が
ら
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

米
上
院
軍
事
委
員
会
が
「
二
〇
一
〇
会
計
年
度
国
防
認
可
法
案
」

（S.1390

）
の
審
議
に
あ
た
っ
て
作
成
し
た
報
告
書
（
番
号111-35

、

〇
九
年
七
月
二
日
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

委
員
会
は
、
国
防
総
省
が
議
会
に
対
し
て
次
の
も
の
を
提
示
す

る
ま
で
は
、
海
兵
隊
グ
ア
ム
移
転
に
必
要
な
あ
る
特
定
事
業
の
部

分
的
な
遂
行
の
認
可
を
延
期
す
る
よ
う
推
奨
す
る
。（
１
）
建
設

内
容
と
費
用
全
体
の
詳
細
を
記
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、（
２
）

こ
の
計
画
が
将
来
の
国
防
予
算
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か

を
議
会
に
示
す
将
来
年
度
国
防
計
画
（
Ｆ
Ｙ
Ｄ
Ｐ
）、（
３
）
地
元

社
会
へ
の
負
の
影
響
を
最
小
化
す
る
軽
減
措
置
を
含
め
た
、
環
境

影
響
評
価
書
の
最
終
案
、（
４
）
海
兵
隊
の
訓
練
上
の
必
要
条
件

を
詳
細
に
記
し
た
計
画
、（
５
）
普
天
間
代
替
施
設
の
完
成
に
向

け
た
具
体
的
進
展
の
確
認
。
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本
稿
の
後
の
方
で
ま
た
触
れ
る
が
、
グ
ア
ム
へ
の
海
兵
隊
移
転
に

関
し
て
は
、
国
防
総
省
に
よ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も
環
境
影
響
評
価

書
も
、
い
ま
だ
に
最
終
的
な
も
の
が
出
さ
れ
て
い
な
い
。
米
議
会
と

し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
あ
や
ふ
や
な
状
態
の
中
で
多
額
の
予
算
を
グ

ア
ム
に
投
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
の
判
断
に
い
た
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
議
員
の
ほ
と
ん
ど
に
と
っ
て
利
権
の
発
生
し
な
い
グ
ア
ム
と

い
う
離
島
に
多
く
の
予
算
を
配
分
す
れ
ば
、
そ
の
分
自
ら
の
選
挙
区

へ
の
予
算
配
分
が
減
る
と
い
う
計
算
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
利

益
観
念
を
上
回
る
だ
け
の
、
グ
ア
ム
の
軍
事
戦
略
上
の
必
要
性
を
ペ

ン
タ
ゴ
ン
が
ま
だ
説
得
的
に
示
せ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

右
の
文
章
で
も
う
ひ
と
つ
興
味
深
い
点
は
、
普
天
間
代
替
施
設

（
＝
辺
野
古
新
基
地
）
の
建
設
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
、
グ
ア
ム
関

連
予
算
絞
り
込
み
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
か

な
り
低
い
位
置
づ
け
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
グ
ア
ム
再
編
予
算
に
米
議
会
が
消
極
的
に
な
り
つ
つ

あ
る
の
は
、
グ
ア
ム
自
体
の
戦
略
的
意
味
合
い
に
対
す
る
疑
念
が
出

て
き
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
辺
野
古
の
遅
れ
と
の
関
連
性
は
弱
い
の
で

は
な
い
か
。

　

つ
ぎ
に
、
米
上
院
歳
出
委
員
会
が
「
二
〇
一
〇
会
計
年
度
軍
事
建

設
・
退
役
軍
人
関
連
歳
出
法
案
」（S.1407

）
に
付
し
た
報
告
書
（
番

号111-40

、
〇
九
年
七
月
七
日
）
も
見
て
み
よ
う
。

　

委
員
会
は
、
八
〇
〇
〇
人
の
海
兵
隊
員
と
九
〇
〇
〇
人
の
家
族

を
沖
縄
か
ら
グ
ア
ム
に
移
転
す
る
計
画
の
も
つ
軍
事
的
な
意
義
を

理
解
し
、
徐
々
に
そ
れ
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
、
全
体
の
コ
ス
ト
と
実
行
計
画
に
つ
い
て
は
懸
念
を

持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
拡
大
す
る
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
受

け
入
れ
る
だ
け
の
グ
ア
ム
の
イ
ン
フ
ラ
拡
充
の
た
め
の
コ
ス
ト
と

い
っ
た
問
題
や
、
依
然
と
し
て
策
定
さ
れ
て
い
な
い
環
境
影
響
評

価
書
（
Ｅ
Ｉ
Ｓ
）
の
も
つ
意
味
合
い
の
問
題
が
あ
る
。
委
員
会
は
、

グ
ア
ム
移
転
計
画
は
「
四
年
次
国
防
計
画
」（
Ｑ
Ｄ
Ｒ
）
策
定
の

一
環
と
し
て
再
検
討
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国
防
総
省

に
よ
る
世
界
的
な
防
衛
態
勢
や
、
作
戦
地
域
に
お
け
る
米
軍
の
訓

練
の
要
件
も
再
検
討
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
Ｑ
Ｄ
Ｒ
の
結
果

は
今
年
末
ま
で
に
は
公
表
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
も
認
識
し
て

い
る
。

　
Ｑ
Ｄ
Ｒ
の
策
定
に
よ
っ
て
、
グ
ア
ム
に
移
転
さ
れ
る
部
隊
の
数

と
名
前
が
明
ら
か
に
な
り
、
二
〇
一
一
会
計
年
度
の
国
防
予
算
と
、

国
防
総
省
に
よ
る
短
期
的
な
軍
事
建
設
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し

た
「
将
来
年
度
国
防
計
画
」（
Ｆ
Ｙ
Ｄ
Ｐ
）
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
将
来
計
画
に
関
す
る
必
要
な
文
書
と
明
確

さ
が
な
い
限
り
、
委
員
会
は
、
二
〇
一
〇
会
計
年
度
の
予
算
要
求

が
ど
の
程
度
正
当
な
も
の
か
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の

た
め
、
委
員
会
は
、
Ｑ
Ｄ
Ｒ
に
よ
る
裏
づ
け
を
得
た
、
グ
ア
ム
移

転
の
た
め
の
Ｆ
Ｙ
Ｄ
Ｐ
と
最
新
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
提
出
が
あ

る
ま
で
は
、
二
〇
一
〇
会
計
年
度
に
お
け
る
、
電
気
系
統
の
改
修

と
航
空
機
駐
機
場
の
建
設
計
画
に
対
す
る
予
算
の
支
出
を
延
期
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

最
後
に
述
べ
ら
れ
た
「
電
気
系
統
の
改
修
と
航
空
機
駐
機
場
の
建

設
計
画
」
と
は
、
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
空
軍
基
地
ノ
ー
ス
ラ
ン
プ
地
区
に

つ
い
て
全
削
減
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
言
及
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ

の
報
告
書
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
来
年
に
最
終
文
書
が
出
さ
れ
る
環
境

影
響
評
価
書
（
Ｅ
Ｉ
Ｓ
）
や
四
年
次
国
防
報
告
（
Ｑ
Ｄ
Ｒ
）
の
策
定

が
完
了
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
あ
げ
て
、
グ
ア
ム
移
転
予

算
の
削
減
を
正
当
化
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
報
告
書
は
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
部
分
の
少
し
後
で
、
米

政
府
説
明
責
任
局
（
Ｇ
Ａ
Ｏ
）
が
四
月
に
出
し
た
報
告
書
［GA

O
 

2009

］
が
港
湾
・
道
路
・
電
気
・
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
グ

ア
ム
に
は
不
足
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
部
分
を
引
い
て
、
国
防
総
省

は
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
拡
充
の
た
め
に
他
省
庁
と
も
っ
と
協
力
す
る

必
要
が
あ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
米
議
会
は
、
グ
ア
ム
再
編
計
画
に
関
す
る
国
防
総

省
の
曖
昧
さ
を
主
な
理
由
と
し
て
、
予
算
を
削
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
も
っ
ぱ
ら
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
論

の
観
点
か
ら
こ
の
予
算
削
減
の
謎
を
読
み
解
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
一
月
七
日
の
『
読
売
新
聞
』
の
記
事

は
、
米
上
院
に
よ
る
予
算
大
幅
削
減
に
つ
い
て
、「
普
天
間
先
送
り

重
い
ツ
ケ
」
と
い
う
題
名
を
掲
げ
て
、「（
米
）
議
会
が
（
米
）
政
府

側
と
連
動
し
、
日
本
に
対
す
る
警
告
を
発
し
た
と
受
け
取
る
向
き
も

あ
る
」
と
書
い
て
い
る
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
補
足
）。
要
は
、

日
本
政
府
が
毅
然
と
し
た
態
度
で
辺
野
古
へ
の
移
設
を
進
め
な
い
か

ら
、
米
国
が
怒
っ
て
グ
ア
ム
再
編
予
算
を
削
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い

う
解
釈
だ
。「
辺
野
古
を
早
く
や
れ
」
と
日
本
政
府
に
圧
力
を
か
け

た
い
が
た
め
に
お
そ
ら
く
は
書
か
れ
た
こ
の
記
事
は
、「
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
的
視
点
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
た
め
に
、
沖
縄
の
状
況
と
は
相

対
的
に
別
個
に
、
グ
ア
ム
再
編
そ
の
も
の
へ
の
疑
念
が
出
て
き
て
い

る
状
況
を
と
ら
え
そ
こ
ね
て
い
る
。

環
境
影
響
評
価
書
草
案
の
発
表

　

一
一
月
二
一
日
、
米
海
軍
省
グ
ア
ム
統
合
計
画
室
（
Ｊ
Ｇ
Ｐ
Ｏ
）

は
、
グ
ア
ム
の
米
軍
再
編
に
関
す
る
環
境
影
響
評
価
書
（
Ｅ
Ｉ
Ｓ
）

の
草
案
『
グ
ア
ム
と
北
マ
リ
ア
ナ
連
邦
の
軍
移
転

―
沖
縄
か
ら
の

海
兵
隊
移
転
、
空
母
一
時
寄
港
埠
頭
、
陸
軍
対
空
・
ミ
サ
イ
ル
防

衛
任
務
部
隊
』
を
発
表
し
た
（JGPO

 2009

）。
住
民
に
は
来
年
二
月

一
七
日
ま
で
計
九
〇
日
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
期
間
が
与

え
ら
れ
、
来
年
六
月
三
〇
日
ご
ろ
ま
で
に
最
終
案
の
策
定
、
そ
の

後
三
〇
日
間
の
待
機
期
間
が
あ
っ
て
、
七
月
末
に
は
「
決
定
記
録
」

（Record of D
ecision

）
が
出
さ
れ
る
手
は
ず
に
な
っ
て
い
る
。
国

防
総
省
に
よ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
は
さ
ら
に
そ
の
後
と
い
う
こ

と
に
な
る
か
ら
、
グ
ア
ム
再
編
の
全
貌
が
、
そ
の
詳
細
と
、
グ
ア
ム
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以
外
と
の
連
関
ま
で
含
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
、
来
年
秋
以
降

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
Ｅ
Ｉ
Ｓ
草
案
は
、
全
体
で
八
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
近

く
に
及
ぶ
大
部
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
ま
で
に
筆
者
が
目
を
通

す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
全
体
の
要
約
部
分
と
、
海
兵
隊
移
転
に
関

す
る
ご
く
一
部
分
の
み
で
あ
る
。
海
兵
隊
移
転
に
関
す
る
残
り
の
部

分
、
ア
プ
ラ
港
湾
施
設
整
備
に
関
す
る
部
分
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
部
隊

配
備
に
関
す
る
部
分
、
島
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
住
民
生
活
・
文

化
・
環
境
な
ど
へ
の
影
響
を
論
じ
た
部
分
な
ど
、
積
み
残
し
た
大
部

分
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
ピ
ー
プ
ル
ズ
・
プ
ラ
ン
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（http://w

w
w

.peoples-plan.org/jp/

）
上
で
今
後
行
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
右
で
論
じ
て
き
た
沖
縄
と
の
関
係

に
焦
点
を
絞
っ
て
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

Ｅ
Ｉ
Ｓ
草
案
の
海
兵
隊
移
転
関
連
は
、「
第
二
部
：
海
兵
隊
移
転

―
グ
ア
ム
」「
第
三
部
：
海
兵
隊
移
転

―
テ
ニ
ア
ン
島
に
お
け

る
訓
練
」
の
二
部
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
二
部
の
一
部

分
の
み
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。

　

草
案
は
、
沖
縄
か
ら
の
海
兵
隊
移
転
を
次
の
四
つ
の
機
能
に
分
解

し
て
い
る
。
ひ
と
つ
ず
つ
検
討
し
て
い
こ
う
。
適
宜
、
図
１
を
参
照

し
て
ほ
し
い
。

（
１
）
主
要
宿
営
地
機
能

　

こ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
［vol.2, 2-18

］。

　

・
司
令
部
・
管
理
支
援
機
能

　
　
　

管
理
棟

　
　
　

車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
　
　

電
子
／
通
信
支
援
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
　
　

保
安

　
　
　

倉
庫

アンダーセン空軍基地ノースランプ地区

フィネガヤン海軍
コンピューター・通信施設

南フィネガヤン
住宅地区

アンダーセン南部地区

海軍弾薬庫

アプラ港湾海軍複合施設

バリガーダ海軍
コンピューター・通信施設

空軍バリガーダ地区

ハガッニャ
（グアム領土の中心）

フェナ貯水池

新廃棄物処理場予定地

図1　グアムの主な米軍施設

　
　
　

武
器

　
　
　

燃
料
貯
蔵

　
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
・
セ
ン
タ
ー

　

・
基
地
運
用

　
　
　

管
理
棟

　
　
　

軍
事
警
察
機
能

　
　
　

消
防
署
・
緊
急
対
応
部
隊
施
設

　
　
　

基
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
門
番
、
パ
ス
と
Ｉ
Ｄ
、
写
真
施
設
）

　
　
　

倉
庫

　
　
　

法
律
支
援
、
歯
医
者
、
家
族
支
援
、
士
気
・
福
祉
・
レ
ク
リ

　
　
　
　

エ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｗ
Ｒ
）
支
援

　
　
　

再
利
用
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
局

　
　
　

危
険
物
質
管
理
、
貯
蔵
／
防
食

　

・
独
身
者
用
施
設
、
一
時
滞
在
施
設

　
　
　

独
身
者
下
士
官
用
施
設
、
ク
ラ
ブ
、
食
堂
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
、
プ
ー
ル

　
　
　

独
身
者
将
校
用
施
設
、
将
校
ク
ラ
ブ

　

・
家
族
住
宅

　
　
　

核
家
族
住
宅
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
・
タ
イ
プ
の
付
属
家
族

　
　
　

施
設

　

・
教
育
施
設

　
　
　

児
童
発
達
／
デ
イ
ケ
ア
施
設

　
　
　

小
学
校

　
　
　

中
学
校

　
　
　

高
校

　

・
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
施
設

　
　
　

主
要
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
売
店
、
両
替
所
、
郵
便
局
、

　
　
　
　

映
画
館
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
車
両
整
備
場
、
ホ
ビ
ー
シ
ョ

　
　
　
　

ッ
プ
、
病
院
、
宗
教
施
設
）

　
　
　

指
導
用
講
堂

　
　
　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、
プ
ー
ル
、
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　

各
種
サ
ー
ビ
ス
（
レ
ス
ト
ラ
ン
、
場
所
交
換
、
銀
行
、
ガ　

　
　
　
　

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
門
番
）

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
北
部
の
フ
ィ
ネ
ガ
ヤ
ン
海
軍
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
・
通
信
施
設
や
南
フ
ィ
ネ
ガ
ヤ
ン
住
宅
地
区
、
バ
リ
ガ
ー
ダ
地
区

な
ど
に
分
散
し
て
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
右
で

見
た
日
本
の
二
〇
〇
九
年
度
予
算
で
は
、
海
軍
フ
ィ
ネ
ガ
ヤ
ン
地
区

基
盤
整
備
事
業
（
第
一
段
階
、
一
二
九
億
円
）
な
ど
が
こ
れ
に
照
応

し
て
い
る
。

（
２
）
訓
練
機
能

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
［vol.2, 

2-37

］。

　

・
弾
薬
貯
蔵

　

・
指
揮
・
管
理
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

・
非
射
撃
訓
練
…
…
障
害
物
コ
ー
ス
、
ヘ
リ
か
ら
の
下
降
訓
練
、
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の
は
、「
オ
ス
プ
レ
イ
」
の
名
で
知
ら
れ
る
Ｍ
Ｖ
‐
22
が
12
機
の
み
。

他
は
す
べ
て
一
時
配
備
で
あ
る
。
固
定
翼
機
の
う
ち
、
Ｕ
Ｈ
‐
１
、

Ａ
Ｈ
‐
１
、
Ｃ
Ｈ
‐
53
Ｅ
は
、
普
天
間
基
地
か
ら
一
時
的
に
配
備
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
Ｋ
Ｃ
‐
130
は
、
米
軍
再
編
の
日
米

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
っ
て
普
天
間
か
ら
岩
国
基
地
（
山
口
県
）
へ
の

　
　
　

都
市
型
訓
練
施
設
、
車
両
運
転
訓
練
施
設
な
ど

　

・
射
撃
訓
練
…
…
定
距
離
射
場
、
非
定
距
離
射
場
、
ピ
ス
ト
ル
射

　
　
　

場
、
マ
シ
ン
ガ
ン
射
場
、
手
榴
弾
射
場
な
ど
（
ア
ン
ダ
ー
セ

　
　
　

ン
南
部
地
区
の
東
側
の
土
地
を
接
収
・
借
用
予
定
）

　

・
航
空
訓
練

　

・
空
域

　

こ
の
な
か
で
、
沖
縄
と
の
関
連
で
と
く
に
重
要
な
の
が
、
航
空
訓

練
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
在
沖
海
兵
隊
の
中
で
も
も
っ
と
も
危
険

な
部
分
、
す
な
わ
ち
、
普
天
間
飛
行
場
に
駐
留
し
て
い
る
第
１
海
兵

航
空
団
第
36
海
兵
航
空
群
所
属
の
ヘ
リ
部
隊
が
グ
ア
ム
に
は
た
し
て

移
転
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
か
ら
だ
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
次
の
「
飛
行
場
機
能
」
の
と
こ
ろ
で
論
じ
る
。

（
３
）
飛
行
場
機
能

　

こ
れ
は
、
航
空
機
（
回
転
翼
機
、
固
定
翼
機
を
ふ
く
む
）
の
運
用

や
整
備
、
管
理
に
関
す
る
機
能
で
あ
る
。
草
案
で
は
、
沖
縄
か
ら
グ

ア
ム
に
第
１
海
兵
航
空
団
か
ら
計
一
八
五
六
人
の
航
空
戦
闘
部
隊

（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
が
移
転
し
て
く
る
と
さ
れ
て
い
る
［vol.2, 2-2

］。
し
か
し
、

こ
の
う
ち
、
司
令
部
門
と
支
援
部
門
を
除
い
た
、
実
際
の
ヘ
リ
部
隊

が
ど
の
程
度
沖
縄
か
ら
移
っ
て
く
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り

書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
別
の
と
こ
ろ
に
掲
げ
ら
れ
た
「
航
空

機
投
入
計
画
」
と
い
う
表
を
み
て
み
る
（
表
３
）。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
グ
ア
ム
に
あ
ら
た
に
常
駐
す
る
こ
と
に
な
る

機体数 種類

常駐：回転翼機（ヘリコプ
ター） 12 MV-22（強襲輸送）

一時配備 回転翼機 12 MV-22（輸送）［オスプレイ］

3 UH-1（多目的）［ヒューイ］

6 AH-1（攻撃）［コブラ］

4 CH-53E（輸送）

固定翼機 2 KC-130（空中給油）

24 F/A-18

4 〜 6 F-4（同盟国軍）

表３：航空機投入計画

出典：JGPO（2009: Vol.2, 2-71）を筆者が一部改変

移
駐
が
予
定
さ
れ
て
い
る
機
体
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
配
備
で
あ
ろ
う
。

Ｆ
／
Ａ
‐
18
は
現
在
岩
国
に
常
駐
し
て
お
り
、
や
は
り
そ
こ
か
ら
の

一
時
配
備
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
Ｆ
‐
４
は
、
米
日
の
空
軍
が

グ
ア
ム
に
お
い
て
共
同
で
行
っ
て
い
る
演
習
「
コ
ー
プ
ノ
ー
ス
」
関

連
の
一
時
配
備
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
沖
縄
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
の
は
す
べ
て

「
一
時
配
備
」
扱
い
に
な
っ
て
お
り
、
普
天
間
基
地
、
あ
る
い
は
そ

の
代
替
施
設
と
し
て
の
辺
野
古
か
ら
、
演
習
な
ど
の
た
め
に
グ
ア
ム

に
送
り
込
ん
で
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
わ
ざ
わ
ざ

「
常
駐
」
と
「
一
時
配
備
」
概
念
を
区
別
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ

の
よ
う
な
想
定
を
取
ら
な
い
と
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
。
だ
と
す
る

と
、
宜
野
湾
市
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
普
天
間
基
地
の
機
能
の
大
部

分
が
グ
ア
ム
に
移
転
す
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
［
２
］。

　

Ｅ
Ｉ
Ｓ
草
案
に
よ
れ
ば
、
こ
の
飛
行
場
機
能
は
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
空

軍
基
地
ノ
ー
ス
ラ
ン
プ
地
区
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ

が
、
米
上
院
が
「
二
〇
一
〇
会
計
年
度
軍
事
建
設
・
退
役
軍
人
関
連

歳
出
法
案
」
に
お
い
て
削
っ
た
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
ノ
ー
ス
ラ
ン
プ

地
区
の
整
備
に
か
か
る
予
算
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
普
天
間
基
地
機
能
の
グ
ア
ム
移

転
に
関
連
し
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
部
分
を
削
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
か
ら
だ
。
そ
れ
が
、
議
員
た
ち
だ
け
の
意
思
に
よ
る
も
の
な
の
か
、

そ
れ
と
も
米
軍
全
体
、
あ
る
い
は
海
兵
隊
単
体
の
意
思
を
何
ら
か
の

形
で
体
現
し
て
い
る
も
の
な
の
か
は
、
本
稿
執
筆
時
ま
で
に
決
定
的

な
証
拠
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
４
）
沿
岸
機
能

　

最
後
に
沿
岸
機
能
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
海
兵
隊
の
装
備
や
兵
員

を
船
舶
で
輸
送
し
て
く
る
機
能
が
重
要
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
草

案
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

計
画
さ
れ
て
い
る
案
で
は
、
海
兵
遠
征
隊
（
Ｍ
Ｅ
Ｕ
）［
３
］
の

訓
練
は
年
に
少
な
く
と
も
二
回
増
加
し
（
年
間
合
計
四
回
）、
一

回
ご
と
の
立
ち
寄
り
期
間
は
三
週
間
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
マ
リ
ア

ナ
諸
島
に
お
い
て
計
画
さ
れ
て
い
る
任
務
の
要
件
や
訓
練
の
内
容

次
第
で
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｕ
は
沖
縄
あ
る
い
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
グ

ア
ム
へ
入
り
、
つ
ぎ
に
テ
ニ
ア
ン
島
に
移
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま

た
は
、
戦
術
的
艦
船
で
直
接
テ
ニ
ア
ン
に
向
い
、
機
動
訓
練
に
従

事
す
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
グ
ア
ム
で
の
訓
練
の
た
め
、
航

空
機
は
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
空
軍
基
地
ノ
ー
ス
ラ
ン
プ
基
地
に
駐
機
さ

れ
、
水
陸
両
用
艦
船
は
隊
員
や
水
陸
両
用
艇
を
ア
プ
ラ
湾
で
降
ろ

す
。
兵
隊
と
装
備
は
、
提
案
さ
れ
て
い
る
グ
ア
ム
の
訓
練
／
作
戦

地
域
へ
と
送
ら
れ
宿
営
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
護
衛
戦
闘
艦
は
、

水
陸
機
動
部
隊
に
随
伴
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
随
伴
し
な
い
こ
と

も
あ
る
［vol.2, 2-78

］。

　

こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
飛
行
場
機
能
」
の
と
こ
ろ
で
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検
討
し
て
き
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
沖
縄
か
ら
の
戦
闘
部
隊
は
あ

く
ま
で
「
一
時
立
ち
寄
り
」
扱
い
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

グ
ア
ム
や
テ
ニ
ア
ン
島
で
訓
練
機
能
が
拡
充
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、
訓

練
機
会
が
年
二
回
か
ら
四
回
に
増
え
る
と
い
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
や

は
り
、
普
天
間
基
地
の
機
能
が
グ
ア
ム
に
「
移
転
」
す
る
と
は
言
い

切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
Ｅ
Ｉ
Ｓ
草
案
で

提
示
さ
れ
て
い
る
グ
ア
ム
再
編
の
像
は
、「
在
沖
海
兵
隊
の
グ
ア
ム

へ
の
移
転
は
司
令
部
機
能
が
中
心
」
と
し
て
い
た
「
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
の
範
囲
内
に
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

今
回
の
ま
と
め

　

前
回
の
連
載
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、「
辺
野
古
の
具
体
的

進
展
が
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
グ
ア
ム
の
再
編
は
進

む
」
と
い
う
点
を
強
調
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
間
、
米
上
院

に
よ
る
予
算
の
大
幅
な
削
減
が
あ
っ
た
こ
と
、
Ｅ
Ｉ
Ｓ
草
案
で
沖
縄

か
ら
グ
ア
ム
へ
の
海
兵
隊
戦
闘
部
隊
の
大
量
移
転
が
示
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
グ
ア
ム
の
海
兵
隊
増
強
が
軍
当
局
そ
の
も

の
に
よ
っ
て
も
本
当
に
望
ま
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
や
や
怪
し
く

な
っ
て
き
た
よ
う
な
感
触
を
も
つ
。

　

た
だ
、
筆
者
と
し
て
は
、
グ
ア
ム
増
強
を
求
め
る
力
が
依
然
と
し

て
強
い
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
力
が
強
く
な

っ
て
き
た
の
か
、
ま
だ
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
。
そ
の
問

い
は
、
Ｅ
Ｉ
Ｓ
草
案
の
残
り
の
部
分
と
、
来
年
に
は
出
さ
れ
る
「
四

年
次
国
防
報
告
」（
Ｑ
Ｄ
Ｒ
）、
グ
ア
ム
再
編
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
解
か
れ
て
い
く
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

か
り
に
、
グ
ア
ム
増
強
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
徐
々
に
失
わ
れ
て
き

た
と
み
た
場
合
、
さ
し
あ
た
り
次
の
二
つ
の
こ
と
を
言
っ
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
ひ
と
つ
は
、
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
が
遅
れ
て
い
る

か
ら
米
国
が
グ
ア
ム
再
編
に
待
っ
た
を
か
け
て
い
る
わ
け
で
は
必
ず

し
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
米
議
会
が
予
算
削
減
の

際
に
挙
げ
て
い
た
理
由
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
、
日
本
が
グ
ア
ム
移
転
に
わ
ざ
わ
ざ
多
額
の
予
算
を
出
し

て
く
れ
て
い
る
と
き
に
、
あ
え
て
そ
れ
に
冷
や
水
を
か
け
る
よ
う
な

こ
と
を
す
る
意
味
も
薄
い
。
ま
し
て
や
、
米
国
が
い
ま
相
手
に
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、「
対
米
自
立
志
向
」
が
強
い
民
主
党
や
日

米
軍
事
同
盟
強
化
に
反
対
す
る
社
民
党
を
含
ん
だ
連
立
政
権
で
あ
る
。

民
主
党
は
、「
ム
ダ
づ
か
い
」
撲
滅
を
叫
ん
で
い
る
し
、
前
回
報
告

し
た
よ
う
に
、
今
春
に
は
グ
ア
ム
移
転
協
定
と
グ
ア
ム
移
転
関
連
予

算
に
反
対
も
し
て
い
る
。
米
国
の
予
算
削
減
が
日
本
に
よ
る
同
じ
行

動
の
誘
引
に
な
る
こ
と
は
、
米
議
会
に
と
っ
て
も
明
ら
か
な
は
ず
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
議
会
が
予
算
を
削
っ
た
と
す
れ
ば
、
や
は
り
、

グ
ア
ム
の
軍
事
的
価
値
そ
の
も
の
へ
の
疑
念
が
米
国
内
で
出
て
き
た

と
推
測
す
る
ほ
か
は
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
だ
と
す
る
な
ら
ば
日

本
が
黙
っ
て
グ
ア
ム
移
転
の
た
め
に
予
算
を
つ
ぎ
込
み
続
け
る
必
要

は
ま
っ
た
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

民
主
党
は
、
野
党
時
代
に
は
「
積
算
根
拠
が
不
明
」
と
い
う
理
由

で
予
算
を
つ
け
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
権

に
つ
く
と
手
の
ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
度
も
グ
ア
ム

移
転
関
連
予
算
を
継
続
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
民
主
党
は
、
米
国
内

で
の
力
学
を
も
っ
と
き
ち
ん
と
把
握
し
た
上
で
、
グ
ア
ム
移
転
予
算

の
是
非
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
考
え
て
い
く
べ
き
だ
。
私
た
ち
は
、「
辺

野
古
建
設
が
遅
れ
て
い
る
か
ら
グ
ア
ム
移
転
予
算
を
米
国
が
削
っ
て

い
る
」
と
い
う
あ
り
も
し
な
い
現
状
解
釈
に
よ
っ
て
自
ら
を
縛
る
べ

き
で
は
な
い
。
辺
野
古
を
進
め
ず
と
も
、
た
だ
普
天
間
基
地
の
無
条

件
閉
鎖
を
要
求
す
れ
ば
よ
い
の
だ
し
、「
沖
縄
の
負
担
軽
減
」
に
つ

な
が
る
か
ど
う
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
グ
ア
ム
移
転
に
カ
ネ
を
出
す

必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
連
載
で
は
、
米
軍
や
米
議
会
な
ど
、
支
配
す
る
立
場
の
側

か
ら
の
分
析
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
米
軍
が
ど
の
よ
う
な
形

の
グ
ア
ム
再
編
を
望
ん
で
い
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
ま
っ
た
く
別
に
、

グ
ア
ム
の
住
民
た
ち
が
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の

か
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
課
題
は
、
次
回
以
降
の
連

載
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

【
注
】

［
１
］
米
国
の
予
算
策
定
は
、
日
本
と
違
っ
て
や
や
複
雑
で
あ
る
。
ま
ず
、

認
可
法
（authorization act

）
と
歳
出
法
（appropriation act

）
の
区

別
が
あ
る
。
前
者
は
予
算
の
大
枠
を
は
め
る
法
律
で
あ
り
、
そ
の
枠
内

で
後
者
が
さ
ら
に
細
か
く
予
算
を
割
り
振
っ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、

前
者
は
後
者
に
た
い
し
て
時
間
的
に
先
行
し
て
策
定
さ
れ
る
。
も
う
ひ

と
つ
の
違
い
は
、
下
院
と
上
院
が
し
ば
し
ば
別
の
法
案
を
可
決
す
る
と

い
う
点
だ
。
両
者
の
可
決
法
案
の
内
容
が
違
っ
て
い
た
場
合
、
両
院
協

議
会
が
開
か
れ
て
妥
協
案
を
策
定
し
、
そ
れ
を
下
院
・
上
院
の
そ
れ
ぞ

れ
が
あ
ら
た
め
て
可
決
し
て
、
晴
れ
て
法
案
の
成
立
と
な
る
。

［
２
］
宜
野
湾
市
「
普
天
間
基
地
の
グ
ァ
ム
移
転
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

（
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
六
日
）<http://www.city.ginowan.okinawa.

jp/2556/2581/2582/37840/37844.htm
l>

。

［
３
］ 

海
兵
隊
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
隊
か
ら
選
抜
し
て
選
ば
れ
る
部
隊
。
日

本
に
は
第
31
海
兵
遠
征
隊
（
31
Ｍ
Ｅ
Ｕ
）
が
存
在
す
る
。
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